
1 

 

2022 年７月 29 日 

各 位 

会 社 名 株式会社 LIXIL  

代 表 者 名 代表執行役社長 兼 CEO 瀬戸 欣哉 

(コード番号 5938 東証プライム市場・名証プレミア市場) 

問 合 せ 先 常務役員 IR 室 室長 平野 華世 

 (TEL. 03-6706-7001) 

 

 

報告セグメントの変更に関するお知らせ 

 

当社は、2023 年３月期第１四半期より、報告セグメントを下記のとおり変更することといたしましたので、

お知らせいたします。 

 

記 

 

１． 変更の理由 

当社では、外部環境からの影響を受けにくく、かつ、利益ある持続的成長のできる経営へ変革するために、

「組織の簡素化と基幹事業への集中」を継続的に推進しています。これらの施策が概ね完了した状況であるこ

とを踏まえ、親和性の高い事業間での連携を強化して事業の成長と利益率向上をさらに加速するため、「ビルデ

ィングテクノロジー事業」及び「住宅・サービス事業等」を「ハウジングテクノロジー事業」に統合することに

より、報告セグメントを基幹事業となる「ウォーターテクノロジー事業」及び「ハウジングテクノロジー事業」

の２セグメントに変更することといたしました。 

 

２． 変更の概要 

   



2 

 

なお事業担当執行役は従来から変更ありません。 

事業 担当執行役 

ウォーターテクノロジー事業（日本） 大西 博之 

ウォーターテクノロジー事業（海外） Bijoy Mohan 

ハウジングテクノロジー事業 吉田 聡 

 

３． 新報告セグメントごとの売上収益、利益又は損失 

2022 年３月期（2021 年４月１日～2022 年３月 31 日） 

（単位：百万円） 

 報告セグメント 

合計 調整額 連結  ウォーター 

テクノロジー事業 

ハウジング 

テクノロジー事業 

売上収益      

外部顧客への売上収益 849,653 578,925 1,428,578 － 1,428,578 

セグメント間の 

内部売上収益又は振替高 
12,504 5,284 17,788 (17,788) － 

計 862,157 584,209 1,446,366 (17,788) 1,428,578 

セグメント利益（損失） 76,615 31,661 108,276 (43,401) 64,875 

 

（参考）旧セグメントごとの売上収益、利益又は損失 

2022 年３月期（2021 年４月１日～2022 年３月 31 日） 

（単位：百万円） 

 報告セグメント 

合計 調整額 連結 
 ｳｫｰﾀｰ 

ﾃｸﾉﾛｼﾞｰ 

事業 

ﾊｳｼﾞﾝｸﾞ 

ﾃｸﾉﾛｼﾞｰ 

事業 

ﾋﾞﾙﾃﾞｨﾝｸﾞ

ﾃｸﾉﾛｼﾞｰ 

事業 

住宅・ 

ｻｰﾋﾞｽ 

事業等 

売上収益        

外部顧客への売上収益 849,653 460,502 89,321 29,102 1,428,578 － 1,428,578 

セグメント間の 

内部売上収益又は振替高 
12,504 6,160 － 1,172 19,836 (19,836) － 

計 862,157 466,662 89,321 30,274 1,448,414 (19,836) 1,428,578 

セグメント利益（損失） 76,615 28,203 3,495 (139) 108,174 (43,299) 64,875 

 

４．2023 年３月期の連結業績予想 

2023 年３月期（2022 年４月１日～2023 年３月 31 日）連結業績予想につきましては、前回発表時（2022 年

４月 28 日）から今回のセグメント変更を受けての変更はありません。 
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（参考）国内・海外 セグメント別実績及び通期業績予想 

ハウジングテクノロジー事業のうち、複数の事業をグローバルに行っている一部の会社業績について、従来

「国内」として集計しておりましたが、当該会社が「海外」向けに行う事業の重要性が増してきたことから、

2023 年３月期第１四半期より厳密に業績を分離して開示することといたしました。これにより、決算説明資料

において、ご参考情報として開示しているハウジングテクノロジー事業の国内・海外実績及び通期業績予想を

変更いたします。 

 (注) 国内・海外の売上収益/事業利益の合計と「計」の金額の差は、連結調整・他の金額です。 



4 

 

（参考）2022 年３月期 国内・海外セグメント別実績（新セグメント） 

 (注) 国内・海外の売上収益/事業利益の合計と「計」の金額の差は、連結調整・他の金額です。 

 

（参考）2023 年３月期予想 売上収益・事業利益の要因別増減（前年同期差）（新セグメント） 

 (注)「セグ変更」は本報告セグメントの変更及びハウジングテクノロジー事業の国内・海外実績及び通期業績

予想の変更によるものです。 

 

以上 

  


